
2019.4.28  サヨナラ平成、目国内北斜面青空スキーの山旅 

ＣＬ：F 木、A-SL：N 田、 S 井、O 田、S 田、B-SL：S 馬、Y 岸、U 佐美、S 山、Y 重樫 

天候：晴れ、気温：終日プラス 、青空春の風が心地よい 

タイム：パノラマライン新見峠分岐８：05→目国内山頂 11：12→昼食後出発 12：13→パノラマライン 13：58 

登り 3 時間 7 分、下り 1 時間 45 分：高低差 640ｍ、累計標高上り 942ｍ。移動距離 11.2Km 

 

昨年の同時期の北斜面大滑走の快感が忘れられない面々は今年も目国内山頂をめざした。 

史上初１０連休超大型 GW の山スキー第一弾、気持ちのいい一日でした。 

 

こんなことがありました、、、 

その１．パノラマラインから新見への道道はまだ冬の通行止め。でも車道には雪がない。 

スキーを背負って歩き出す。 

その２．車道を歩いて３０分、2/3 を過ぎたあたりで S さん、忘れ物に気付き、車へ戻る。 

何を忘れたのかは本人の名誉のためナイショ。（S さんは４人います。誰かな？） 

その３．北斜面滑走中に雪崩発生。音もなく静かに雪面を舐めるように流れる。 

その４．去年巨大雪玉が転がっていた斜面は、他スキーヤーのトラバースで発生したと思

われる雪崩が多発していた。 

    

白い頂      S 田氏の雄姿   車道は雪がない       アンヌプリ方面 

     
青空がきれい 山頂写真撮影中 雪崩なだれ    道路わきのフキノトウ  O 田記 


